
9

広報 － おおず － ２００９ ３月号

○

軽自動車などの廃車手続き

【問い合わせ先】
　市役所税務課収納係☎24－2111（内線125）　長浜支所総務商工課☎52－1111（内線23・40）
　肱川支所総務商工課☎34－2311（内線212）　河辺支所総務商工課☎39－2111（内線124）

軽自動車や原付バイクなどの廃車手続きを忘れずに
※軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者に課税されます。

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
年
金
は
、
世
代
と
世
代
を
支

え
合
う
制
度
で
す
。
あ
な
た
が

納
付
す
る
保
険
料
が
、
高
齢
者

世
代
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
あ
な
た
や
家
族
の
年

金
権
を
守
る
た
め
に
も
、
保
険

料
は
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ

う
。

　
国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老

後
の
生
活
保
障
で
あ
る
老
齢
基

礎
年
金
だ
け
で
は
な
く
、
思
わ

ぬ
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
が
残

っ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
、

生
活
を
維
持
し
て
い
る
人
が
亡

く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
基
礎
年

金
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
を
納

付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
な
い

と
、
こ
の
よ
う
な
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
期
限
か
ら
２
年

間
を
経
過
す
る
と
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

た
め
、
将
来
受
給
す
る
老
齢
基

礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な
く
な

っ
た
り
、
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら

送
付
さ
れ
る
「
納
付
書
」
で
、

金
融
機
関
・
郵
便
局
、
ま
た
は

お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付

書
で
一
括
前
納
す
る
と
割
引
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
括
前
納

を
口
座
振
替
に
す
る
と
割
引
額

が
有
利
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

一
括
前
納
で
な
く
て
も
、
月
々

の
口
座
振
替
を
早
割
（
当
月
保

険
料
の
当
月
末
引
落
と
し
）
に

す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
の
で
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

「
口
座
振
替
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
ご
確

認
い
た
だ
た
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
９
・
９
２
５
・
５
１
０
５

市
役
所
市
民
課
市
民
第
４
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
１
１
１
）

長
浜
支
所
市
民
福
祉
課
　
　
　

☎
52
１
１
１
１
（
内
線
29
）

肱
川
支
所
市
民
福
祉
課
　
　
　

☎
34
２
３
１
１
（
内
線
２
２
３
）

河
辺
支
所
市
民
福
祉
課

☎
39
２
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

　現在、所有している軽自動車など（軽乗用車・原付バイク・軽トラック・農作業用などの小型特殊自動車）
で使用できない車両を所有していたり、すでに解体などして所有していない場合などには、早めに廃車手続
きを行ってください。
  また、名義変更や所有者の転出、転入に伴う手続きがまだの人、ナンバープレートを紛失した人も、早めに
手続きを行ってください。
　軽自動車税には月割課税制度がないため、賦課期日の４月１日現在で廃車手続きを終了していない場合、
１年分の税金が課税されます。
[手続きをする場所]

車　種 原動機付自転車（総排気量が125cc以下）
と小型特殊自動車 その他の車種

場　所 市役所税務課または各支所
軽自動車検査協会（☎089－975－6730)
または運輸支局　（☎050－5540－2076）

[原付と小型特殊自動車の変更手続き]
事　　由 必要なもの 備　　考

名義変更 新・旧所有者の印鑑 届出がない場合、旧所有者に課税されます。

車体変更 印鑑 届出がない場合、自賠責保険の変更ができません。

廃車 印鑑・ナンバープレート

大洲市に転入の場合
印鑑・他市町村のナンバープ
レートがある場合、他市町村
ナンバープレート

手続きの際に車名・車体番号・総排気量の確認が必
要です。

市外へ転出する場合 印鑑・ナンバープレート
変更手続きを行わず、原付の使用の本拠地をそのま
ま大洲市内とする場合は、納税通知書の送付先をお
知らせください。（大洲市内に住所のある人に限る。）

所有者が死亡した場合 印鑑 名義変更、または廃車の手続きをしてください。

ナンバープレートを紛失
した場合 印鑑 所有者、もしくは事情を詳しく説明できる人が届出

してください。

盗難にあった場合 印鑑・警察へ盗難届を提出し、
その証明
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受章者紹介・表彰関係

　
長
き
に
わ
た
り
選
挙
管

理
委
員
と
し
て
ご
活
躍
さ

れ
、
ま
た
旧
河
辺
村
で
は

選
挙
管
理
委
員
長
と
し
て

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
功
績

に
よ
り
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　長きにわたり民生委員・児童委員として社会福祉

の推進に貢献され、その功績が高く評価されました。

　長きにわたり共同募金運動の推進のため率先し

て活動され、その功績が高く評価されました。

　10月19日（日）、巣鴨学園（東京都）で開催され
た第35回全日本杖道大会七段の部で白石武志さん
と河崎清二さんのペアが見事優勝されました。

　白石さんと河崎さんは、ともに大洲市のご出身

で、現在はお二人とも今治市に住まわれており、

今治警察署の道場などで、指導にあたっておられ

ます。

　杖道は剣道、居合道とともに、三道の一つと

して全日本剣道連盟に属している武道です。

　型武道で、杖道の技は体を左右等しく使うと

いう特徴があり、バランスよく鍛えることがで

きます。

功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、

受
章
し
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す

社会福祉事業功労者として
厚生労働大臣表彰を受賞

第35回全日本杖道大会　優勝

野
嵜
志
げ
子
さ
ん
（
新
谷
）

▲ 全国大会で優勝した白石さん（右）と河崎さん

おめでとうございます

谷
口
ウ
メ
コ
さ
ん
（
平
野
）

旭
日
双
光
章

　
　

増
本
　
喜
久
男
さ
ん

　
　
（
元
河
辺
村
選
管
委
員
長　

中
村
）

白石　武志さん　（高山出身）

河崎　清二さん　（大洲出身）

〔
高
齢
者
叙
勲
〕
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シリーズ　おおずの女性

　
こ
の
た
び
、
京
都
市
在
住
の

仁
志
川
泰
治
さ
ん
か
ら
、
市
と

し
て
は
初
め
て
の
所
蔵
と
な
る

「
大
鉄
砲
」
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
仁
志
川
さ
ん
は
八
幡
浜
市
出

身
で
、
旧
制
の
大
洲
中
学
校
（
現

大
洲
高
校
）
に
在
学
さ
れ
て
い

た
縁
で
、「
お
世
話
に
な
っ
た
大

洲
市
に
少
し
で
も
恩
返
し
が
し

た
い
」
と
の
思
い
か
ら
今
回
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
大
鉄
砲
は
、
通
常
の
火
縄
銃

よ
り
も
口
径
が
大
き
く
、
大
筒

や
抱
え
大
筒
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

通
常
の
弾
丸
の
ほ
か
に
棒
火
矢

な
ど
も
発
射
す
る
こ
と
が
で
き
、

主
に
建
造
物
の
破
壊
に
用
い
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
寄
贈
い
た
だ
い
た
大
鉄
砲
は

全
長
97
㎝
、
重
量
は
13
・
５
㎏
あ

り
、
保
存
状
態
は
良
好
で
、
幕

末
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

銃
身
に
は
、
大
洲
藩
加
藤
家
の

家
紋
「
蛇
の
目
紋
」
が
入
っ
て

お
り
、
裏
に
は
「
豫
州
大
洲
住

安
達
伴
兵
衛
作
」
の
銘
も
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
製
作
者
の
安
達

伴
兵
衛
は
大
洲
藩
の
鉄
砲
鍛
冶

師
と
考
え
ら
れ
る
人
物
で
、
同

銘
が
刻
ま
れ
た
火
縄
銃
も
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
仁
志
川
さ
ん
は
「
大
洲
藩
の

も
の
な
の
で
、
大
洲
市
に
置
い

大
洲
藩
の
「
大
鉄
砲
」
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

▲市長からの感謝状を手にする仁志川さん
　と寄贈された大鉄砲

お
お
ず
の
女
性

〜
輝
い
て
今
〜

Vol.50

　
皆
さ
ん
は
、「
も
っ
と
家

族
と
の
時
間
を
持
ち
た
い
」

「
長
時
間
労
働
が
つ
ら
い
」

と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
現
代
の
日
本
で
は

仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス

が
う
ま
く
取
れ
ず
、
悩
ん
で

い
る
労
働
者
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
様
々
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
も
つ
個
々

人
の
生
き
方
に
合
わ
せ
て
、

ま
た
子
育
て
や
介
護
に
追

わ
れ
る
人
の
ニ
ー
ズ
に
も

対
応
し
て
多
様
な
働
き
方

を
選
べ
る
「
仕
事
と
生
活
の

調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
）」
の
実
現
に
向

け
、「
仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）
憲
章
」・「
仕
事
と
生

活
の
調
和
推
進
の
た
め
の

行
動
指
針
」
が
平
成
19
年
12

月
に
政
労
使
の
合
意
の
上
、

策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

憲
章
」
は
以
下
の
よ
う
な
社

会
を
目
指
す
べ
き
と
し
て

い
ま
す
。

・
就
労
に
よ
る
経
済
的
自
立

が
可
能
な
社
会

　
経
済
的
自
立
を
必
要
と

す
る
者
、
と
り
わ
け
若
者
が

い
き
い
き
と
働
く
こ
と
が

で
き
、
か
つ
経
済
的
に
自
立

可
能
な
働
き
方
が
で
き
、
結

婚
や
子
育
て
に
関
す
る
希

望
の
実
現
な
ど
に
向
け
て
、

暮
ら
し
の
経
済
的
基
盤
が

確
保
で
き
る
。

・
健
康
で
豊
か
な
生
活
の
た

め
の
時
間
が
確
保
で
き
る

社
会

　
働
く
人
々
の
健
康
が
保

持
さ
れ
、
家
族
・
友
人
な
ど

と
の
充
実
し
た
時
間
、
自
己

啓
発
や
地
域
活
動
へ
の
参

加
の
た
め
の
時
間
な
ど
を

持
て
る
豊
か
な
生
活
が
で

き
る
。

・
多
様
な
働
き
方
・
生
き
方

が
選
択
で
き
る
社
会

　
性
や
年
齢
な
ど
に
か
か

わ
ら
ず
、
誰
も
が
意
欲
と
能

力
を
持
っ
て
様
々
な
働
き

方
や
生
き
方
に
挑
戦
で
き

る
機
会
が
提
供
さ
れ
て
お

り
、
子
育
て
や
親
の
介
護
が

必
要
な
時
期
な
ど
個
人
の

置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
て

多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
が

選
択
で
き
、
し
か
も
公
正
な

処
遇
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　「
行
動
指
針
」
の
中
に
は

数
値
目
標
と
し
て
、
週
労
働

時
間
60
時
間
以
上
の
雇
用

者
の
割
合
を
現
状
の
10
・
８

％
か
ら
10
年
後
に
は
半
減

す
る
こ
と
や
、
男
女
の
育
児

休
業
取
得
率
を
現
状
の
女

性
72
・
３
％
・
男
性
０
・
５
％

か
ら
10
年
後
に
は
女
性
80

％
・
男
性
10
％
ま
で
引
き
上

げ
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、
労
働
時
間
等
の
設

定
改
善
に
取
り
組
む
企
業

へ
助
成
金
を
支
給
し
た
り
、

非
正
規
雇
用
者
の
常
用
就

職
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
社
会

的
基
盤
の
変
化
だ
け
で
な

く
、
例
え
ば
「
長
時
間
労

働
を
前
提
と
し
て
仕
事
が

成
り
立
つ
」
と
い
う
様
な
労

働
者
の
意
識
の
改
革
も
重

要
な
点
で
す
。
実
際
に
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に

取
り
組
ん
だ
企
業
で
は
、
従

業
員
の
離
職
や
病
気
休
職

な
ど
を
回
避
で
き
る
こ
と

に
よ
り
コ
ス
ト
が
削
減
さ

れ
た
ほ
か
、
残
業
代
や
光
熱

費
の
削
減
に
つ
な
が
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
今
の
生
活
を
変
え
る
事

は
、
容
易
な
事
で
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
充
実
し

た
人
生
を
送
っ
て
い
く
た

め
に
も
「
仕
事
と
生
活
の
調

和
」
の
実
現
に
向
け
、
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
企
画
調
整
課

男
女
共
同
参
画
係

☎
㉔
２
１
１
１

　（
内
線
５
２
２
・
５
２
４
）

～
～
仕
事
と
生
活
の
調
和
に
つ
い
て
～
～

て
お
く
の
が
一
番
だ
と
思
い
ま

す
。
大
洲
市
で
役
立
て
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
今
回
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た

大
鉄
砲
を
左
記
の
博
物
館
で
特

別
に
公
開
い
た
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
大
洲
市
立
博
物
館

　
３
月
３
日
か
ら

３
月
29
日
ま
で
　
　

　
☎
㉔
４
１
０
７

○
肱
川
風
の
博
物
館

　
４
月
３
日
か
ら

５
月
31
日
ま
で
　
　

　
☎
㉞
２
１
８
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
㉔
１
７
３
５
（
直
通
）


	表紙・市長就任あいさつ・きらめき大賞　ほか
	お知らせ・市役所などでの手続き・税金の申告　ほか
	軽自動車などの廃車手続き・受章者紹介　ほか
	上下水道使用料についてのお知らせ・交通災害共済　ほか
	平成20年度成人式・まちのわだい　ほか
	くらしの情報・相談ごと案内　ほか



